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Villous　tumor様の形態を呈した胃癌の1例
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　症例は76才男性。空腹時心窩部痛を主訴と

して近医受診。UGI，GIFにて胃体下部から前庭

部において多発1生の隆起性病変を認め同部の

生検で高分化型腺癌の診断を得た。当科転科

し平成4年12月［」に胃全摘・リンパ節郭清

胆嚢合併切除術，Roux－en　Y再建術が施行され

た。i摘出標本にて腫瘍は肉眼的にVillous

tumor様の形態を呈し、また組織学的にIIa＋1

＋（Hb）、smの早期胃癌の1例を経験したので

報告する。

69　蕨市立病院における胃癌手術症例の検討
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　近年における胃癌手術成績の向上は、広範囲なリン

パ節郭清や他臓器合併切除などの拡大根治の普及によ

りもたらされた。一方、早期胃癌に対しては、術後の

QOLの観点から、機能温存を考慮した縮小手術の可能

性も追求されている。

　今回我々は、当院での9年間の胃癌手術症例を臨床病

理学的に検討し、当院の手術の現況を報告する。

　1984年より1992年までの9年間の胃癌手術症例は89

例である。年平均10例で、近年増加傾向にある。性別

では男性62例、女性27例と男性に多い。年令では男性

平均64．6才、女性平均65．！才であった。これは全国胃

癌登録調査報告の男性平均60．3才、女性平均59．2才よ

りも高齢で、治療面での重視すべき点の一つである。

　内室型では、早期癌は31．5％と全国調査とほぼ同数

であった。手術術式では、胃全摘23例、胃切除64例、

バイパス手術2例、単開腹0例であり、他臓器合併切

除を15例に施行した。この内、治癒切除は65例であっ

た。当院における切除率は、97．8％と全国調査の90％

前後と比較し高率であった。しかし癒切除率は74．4％

と、全国調査の78％よりもやや低率である。これは、

非治癒切除の原因となる肝転移、腹膜才番揮、遠隔リン

パ節転移のある進行癌に対しても、腫瘍量減少、出血

防止、通過障害の改善を目的として積極的に切除を行

なっているためと思われる。現在我々は、Stage皿まで

の症例に対してはk手術を標準術式とした治癒切除

を、StageWに対しても積極的に切除を行い、　QOLの改

善と胃癌手術成績の向上をはかっている。
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